
全国聴覚障害者情報提供施設協議会 意思疎通支援担当者研修会に参加して

７月31日(木)～８月１日(金)、名身連聴覚言語障害者情報文化センター（名古屋市）で行われ

た意思疎通支援事業担当者研修会に参加しました。全国から52名が集まり、暑い名古屋で熱い討

議が行われました。

１日目は、中西久美子氏（全日ろう連副理事長、全聴情協理事長）の「改めてコーディネータ

ーの役割を考える～きこえない人々の暮らしを支えるためには～」と題した講義からスタート。

パワフルな中西節に圧倒されながら、手話の一つ一つを見落とさないよう、全集中。「倫理の解釈」

「法の解釈」など、自分自身で考える大切さを学びました。厳しく耳の痛い話も多かったが、講

義の最後には、「頑張っている自分にしっかりとご褒美を」と励ましの言葉もいただきました。

２日目は、札幌と埼玉からの実践報告。札幌からは、旧優生保護法強制不妊手術訴訟弁護団と

の連携など、裁判での通訳について報告がありました。独自の司法研修会では情報保障者だけで

なく、きこえない人にも参加してもらうというものです。

午後からのグループ情報交換会では長くコーディネーター業務をおこなっている人から、４月

に入ったばかりの人など、経験はまちまち。それでも「平日の派遣」「高齢化」など同じ悩みを抱

え、日々のコーディネートに取り組んでいることが分かりました。すぐに解決できる問題ではあ

りませんが、それぞれが自分の思いと少しの愚痴を吐き出すことで、英気を養えたのではと思い

ました。

今回は、大変有意義な研修に参加させていただき、ありがとうございました。（文責・宮﨑知子）

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
前月号に掲載した全国聴覚障害者情報提供施設総会の記事に新役員紹介の漏れがありましたの

で、改めて紹介します。新理事体制は７名となっています。

・理事長 中西久美子（近畿・東海ブロック 滋賀）

・副理事長 工藤 俊幸（北海道・東北ブロック 青森）

・事務局長 岩城 宏充（事務局・京都聴言センター）

・意思疎通支援研修委員長 西川 研（九州ブロック 長崎）

・映像担当研修委員長 川津 雅弘（関東ブロック 埼玉）

・相談支援研修委員長 藤平 淳一（北信越ブロック 石川）

・調査・研究委員長 太田 裕之（中国・四国ブロック 香川）

・監 事 中橋道紀（富山）／森田清人（沖縄）
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センター臨時休館のお知らせ
９月21日(日)は、滑川市に開催する手話文化フェスティバルのため、県聴覚障害者センターを

臨時休館にします。センターにご用のある方は、手話文化フェスティバルへおいでください。

★センター運営募金・募集

郵便振替口座；

00790 - 0 - 93002

名称；富山県聴覚障害者

センターを支える会

よろしくお願いします。

センター利用の実績 ７月21日～８月20日

●来所者合計約 ４５７名
聴障者約１９０名、健聴者約２６７名

●コミュニケーション支援 ８７件
●ライブラリー貸出 ３件７本
●相談対応 ６件 ●部屋貸出２８件

●協会とセンターのホームページも見て

下さい。www.tomichokyo.or.jpyo.or.jp

●手話通訳・要約筆記・ライブラリ・セ
ンター利用の「手引き」を配布してい
ます。

http://www.tomichokyo.or.jp

